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三浦半島南部沿岸域における底質環境とマクロベントス

山田 佳昭*

Bottom environment and macrobenthos communities in neritic region of

southern Miura Peninsula

Yoshiaki YAMADA

はじめに
三浦半島南部の地先海域は、定置網漁業をはじめ､刺

し網や一本釣りなどの沿岸漁業が活発に営まれている海
域である｡同時にこの海域は､東京湾内の海水が流出する
際の流路上に位置し､富栄養化した湾内水の影響が懸念
される場所でもある｡
海洋環境の変化に的確に対処し、将来にわたって漁場

環境を保全し持続的な漁業生産を期待する上で、当該海
域の環境の現況把握は重要なものと考えられる。
今回､三浦半島南部海域の底質と底生生物の状況を明

らかにするために調査を実施した｡
海水の基本的性質を水質と呼ぶのに同じく､海底の基

本的性質は底質と呼ばれる｡底質調査は、海底環境の実
態あるいは汚染の実態を把握することを目的とするもの
である｡
また、底生生物はその生存期間が長いこと､移動が少

なく調査地の海底付近の水質や底質環境の影響を直接受
けやすいと考えられることから､底生生物調査は比較的
長期の海底環境を反映するものであろう｡
本報では、この海域において実施した底質調査と底生

生物調査の結果について述べるとともに､両調査の結果

を併せて、漁場環境の有機汚染度の評価を試みた。
なお、本報告にあたっては、三浦市の委託による平成

16年度漁場環境調査の結果を用いた｡

方 法
調査は、当所所属の漁業調査船うしお（19ｔ）を使用

し、2004年８月12日（夏季）および2005年１月27日（冬
季）の２回、三浦半島南部の地先海域に設定した７箇所
の調査地点（図１）で行った。
底質試料の採取には、スミス・マッキンタイヤ型採泥

器 （1/20㎡）を使用し、船上で泥色と泥臭を観察した
後、容器に密封して底質試料とし、実験室に持ち帰って
以下の分析を行った。
粒度組成は、メッシュ５・９・16・32・60・120・250

の標準篩により８段階に区分し、それぞれの重量を測定
した｡
強熱減量（IL）は、電気炉で700℃、２時間強熱し、

前後の重量差を測定した｡さらに、ＣＯＤ（化学的酸素
要求量）を過マンガン酸カリウム消費量により、全硫化
物（TS）を水蒸気蒸留法によりそれぞれ測定した｡
底生生物の試料の採取には、底質とは別途同じスミス
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図１ 調査地点図
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・マッキンタイヤ型採泥器（1/20㎡）を使用した。採集
した砂泥を船上で直ちに１mm目の篩を通し､篩上残留物
を中性ホルマリンで固定したものを底生生物試料として
実験室へ持ち帰った｡試料から底生生物を選別し、種同
定の上､その個体数と湿重量を測定した。

結 果
１ 底質調査
表１に、夏季及び冬季の結果をまとめて示す｡

（１）泥色･泥臭
採集物の船上での観察結果を表２に示す。
２回の調査を通じて､ヘドロや還元泥（酸素欠乏に

より黒化し、硫黄臭を生ずる）はみられなかった｡泥
臭も特に認められなかった｡

（２）粒度分析
小網代湾では泥が多いのが目立つが､他の地点では

概ね細粒砂～中粒砂が大きな割合を占めている｡
この粒度組成から、図２の粒度分布の累積曲線を描

調査地点番号 ①上宮田沖 ②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖 ⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾
調査月日
強熱減量（%） 1.8 8.4 10.3 11.4 12.2 13.4 16.8
COD（mg/g） 0.4 1.1 1.1 1.1 1.5 1.9 20.0
全硫化物（mg/g） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.16
粒度組成（mm）

>4 0.2 2.9 0.4
4～2 1.2 0.9 14.8 0.4 0.4
2～1 3.9 0.5 3.3 0.8 23.3 2.1 0.6
1～1/2 20.7 2.2 20.3 5.7 35.9 10.1 1.1
1/2～1/4 56.3 25.5 59.3 47.3 19.3 38.6 4.7
1/4～1/8 16.5 62.6 15.6 45.0 3.2 37.4 11.6
1/8～1/16 1.1 8.7 0.4 1.0 0.3 9.1 33.0
<1/16 0.1 0.5 0.2 0.2 0.3 1.9 48.6

調査地点番号 ①上宮田沖 ②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖 ⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾
調査月日
強熱減量（%） 2.2 6.8 10.5 17.0 10.1 15.1 16.3
COD（mg/g） 0.8 1.2 1.1 0.9 0.8 2.0 14.5
全硫化物（mg/g） ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 0.34
粒度組成（mm）

>4 0.1 0.1 0.4
4～2 0.4 0.2 0.1 1.2 3.8 0.1 0.1
2～1 1.7 0.6 2.5 15.7 17.4 1.1 0.7
1～1/2 3.8 1.4 12.2 33.8 45.6 6.6 0.4
1/2～1/4 22.7 14.3 54.6 40.7 28.4 26.6 1.8
1/4～1/8 47.9 54.2 28.4 7.7 3.4 49.7 7.7
1/8～1/16 21.8 24.5 0.7 0.3 0.4 13.6 25.2
<1/16 1.6 4.8 1.4 0.6 0.6 2.3 64.1

2004年8月12日

2005年1月27日

表１ 底質分析結果（上段：夏季、下段：冬季）

三浦半島南部の底質とベントス

2004年8月12日
調査地点番号 ①上宮田沖 ②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖 ⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾
水深(m) 9.0 5.5 51.6 12.7 32.0 5.4 9.5
調査時刻 11:07 11:04 10:28 10:02 9:31 9:17 9:02
泥色 灰黒 灰黒 灰黒 灰白 灰白黒 灰白 灰緑
泥臭 なし なし なし なし なし なし なし
外観 砂 砂 砂 砂 砂礫 砂 砂泥

2005年1月27日
調査地点番号 ①上宮田沖 ②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖 ⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾
水深(m) 8.0 5.0 52.0 12.0 35.0 4.0 9.0
調査時刻 11:18 11:02 10:27 10:01 9:33 9:20 9:03
泥色 灰黒 灰黒 灰 灰白 灰白 灰白 灰黒
泥臭 なし なし なし なし なし なし なし
外観 砂泥 砂泥 細砂 砂 砂 砂 泥

表２ 調査点別観察結果
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三浦半島南部の底質とベントス

2004年8月12日
調査地点番号 ①上宮田沖 ②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖 ⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾

微粒砂泥率（%） 1.2 9.2 0.6 1.2 0.6 11 81.6
泥分含有率（%） 0.1 0.5 0.2 0.2 0.3 1.9 48.6

0.9 1.85 0.9 1.43 -0.3 1.45 3.45
粗粒砂 中粒砂 粗粒砂 中粒砂 極粗粒砂 中粒砂 微粒砂

0.88 1.78 0.87 1.42 -0.38 1.44 3.33
粗粒砂 中粒砂 粗粒砂 中粒砂 極粗粒砂 中粒砂 微粒砂

0.75 0.57 0.72 0.63 1.20 0.87 0.93
普通 やや良い 普通 やや良い 悪い 普通 普通
-0.37 -0.51 -0.40 -0.39 -0.45 -0.38 -0.41

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

1.36 1.00 1.57 0.83 1.07 0.94 4.30
突出 中間的 非常に突出 扁平 中間的 中間的 きわめて突出

2005年1月27日
調査地点番号 ①上宮田沖 ②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖 ⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾

微粒砂泥率（%） 23.4 29.3 2.1 0.9 1 15.9 89.3
泥分含有率（%） 1.6 4.8 1.4 0.6 0.6 2.3 64.1

1.95 2.1 1.22 0.49 0.12 1.8 3.76
中粒砂 細粒砂 中粒砂 粗粒砂 粗粒砂 中粒砂 微粒砂

1.90 2.16 1.21 0.39 0.14 1.73 3.60
中粒砂 細粒砂 中粒砂 粗粒砂 粗粒砂 中粒砂 微粒砂

0.88 0.71 0.83 0.86 0.86 0.83 0.74
普通 やや良い 普通 普通 普通 普通 普通
-0.38 -0.28 -0.42 -0.50 -0.34 -0.43 -0.64

著しく粗い方
へ偏してい

粗い方へ偏
している

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

著しく粗い方
へ偏してい

1.21 1.05 1.46 0.94 1.08 1.13 1.08
突出 中間的 突出 中間的 中間的 突出 中間的

粒度組成
（mm）

φ値 粒径区分

>4 <-2 礫
4～2 -2～-1 細礫
2～1 -1～0 極粗粒砂
1～1/2 0～1 粗粒砂
1/2～1/4 1～2 中粒砂
1/4～1/8 2～3 細粒砂
1/8～1/16 3～4 微粒砂
<1/16 >4 泥

中央粒径（φ）

平均粒径（φ）

分級度

歪度

歪度

尖度

尖度

中央粒径（φ）

平均粒径（φ）

分級度

表３ 粒度分析結果
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図２ 粒度分布の累積曲線（左；夏季、右；冬季）
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いた。横軸に粒径値、縦軸にある粒径以上の粒子が全
体に占める割合をとって曲線とした｡ここで粒径はφ
（ファイ）値（φ＝－log2d/d0、d：ミリメートル単位
の粒径、d0：１mm）で表してある｡
さらにこの累積曲線から、微粒砂泥率（粒径1/8mm

以下）、泥分含有率（粒径1/16mm以下）、中央粒径値

(Mdφ）、平均粒径値（MZ）、分級度（σ I）、歪度
(SκI）、尖度（KG）をそれぞれ算出した（表３）。
他の地点に比べて、小網代湾で細かい粒子の割合が

大きくなっていることが目立つ｡
毘沙門沖を除いて､夏季に比べて冬季に細かくなっ

ている｡この違いが底質がパッチ状に分布するためか､

単位：個体数、湿重量(g)／㎡
調査地点番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
調査年月日
生物種 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

刺胞動物門 花虫綱 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 － Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目の１種 10 0.0 10 0.0
ひも形動物門 － － － NEMERTINEA ひも形動物門の１種 30 0.2 20 0.0 20 0.1 30 0.4 20 0.2 30 0.3 150 0.0
軟体動物門 ﾏｷｶﾞｲ綱 ﾊﾞｲ目 ｵﾘｲﾚﾖﾌﾊﾞｲ科 Niotha livescens ﾑｼﾛｶﾞｲ 30 7.9 10 1.9 40 0.0

ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ目 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ 10 0.1 20 0.2 30 0.0
ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 Aglajidae ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科の１種 30 0.1 30 0.0

ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ目 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ科 Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ 80 1.1 80 0.0
ｲｶﾞｲ目 ｲｶﾞｲ科 Modiolus comptus ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾏｸﾗｶﾞｲ 10 14.1 10 0.0

環形動物門 ｺﾞｶｲ綱 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ目 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 Phyllodoce sp. ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科の１種 70 0.4 70 0.0
Eteone sp. ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0 10 0.1 30 0.0
Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 10 0.0 10 0.0

ｳﾛｺﾑｼ科 Harmothoe sp. ｳﾛｺﾑｼ科の１種 10 0.0 10 0.1 20 0.0
Lepidasthenia sp. ｳﾛｺﾑｼ科の１種 10 0.1 10 0.0

ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 Thalenessa sp. ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科の１種 20 8.1 20 0.0
ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 Gyptis sp. ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0
ｶｷﾞｺﾞｶｲ科 Sigambra tentaculata ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 20 0.0 20 0.0

Synelmis albini ｲｯｶｸｶｷﾞｺﾞｶｲ 10 0.1 10 0.0
ｼﾘｽ科 Syllinae ｼﾘｽ科の１種 10 0.0 10 0.0
ｺﾞｶｲ科 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 190 2.5 190 0.0
ﾁﾛﾘ科 Glycera alba ﾁﾛﾘ科の１種 20 0.5 20 0.0

Glycera chirori ﾁﾛﾘ 10 1.7 10 0.0
ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 Glycinde sp. ﾆｶｲﾁﾛﾘ科の１種 10 0.0 10 0.0
ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ科 Micronephtys sphaerocurrata orientalis ｺﾌﾞｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 30 0.2 30 0.0

Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 20 0.1 10 0.0 30 0.0
ｲｿﾒ目 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 Onuphis sp. ﾅﾅﾃｲｿﾒ科の１種 10 0.7 40 0.6 50 0.0

ｲｿﾒ科 Eunice indica ﾔﾘﾌﾞｽﾏ 30 0.4 40 0.8 70 0.0
ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 Lumbrinerides dayi ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科の１種 10 0.1 10 0.1 20 0.0

Lumbrineris latreilli ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科の１種 20 0.2 10 0.1 10 0.2 40 0.0
Lumbrineris longifolia ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科の１種 60 0.8 60 0.0

ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 Notocirrus sp. ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科の１種 10 0.1 10 0.0
ﾉﾘｺｲｿﾒ科 Protodorvilea sp. ﾉﾘｺｲｿﾒ科の１種 20 0.1 20 0.0

ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ目 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ科 Scoloplos sp. ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ科の１種 10 0.2 10 0.0
ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科 Aricidea neosuecia nipponica ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科の１種 30 0.4 30 0.0

Aricidea sp. ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0
Paraonides lyra ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科の１種 40 0.1 40 0.0
Paraonides nipponica ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科の１種 20 0.1 20 0.0

ｽﾋﾟｵ目 ｽﾋﾟｵ科 Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 10 0.0 10 0.0
Paraprionospio sp. type A ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ A型 10 0.3 10 0.0 20 0.0
Paraprionospio sp. type C1 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ C1型 10 0.1 10 0.0
Polydora sp. ｽﾋﾟｵ科の１種 10 0.0 10 0.0
Prionospio sexoculata ﾌﾀｴﾗｽﾋﾟｵ 20 0.0 20 0.0
Prionospio depauperata ｿﾃﾞﾅｶﾞｽﾋﾟｵ 10 0.0 10 0.0
Prionospio paradisea ﾏｸｽﾋﾟｵ 40 0.1 40 0.0
Scolelepis sp. ｽﾋﾟｵ科の１種 20 0.1 20 0.0
Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 20 0.0 10 0.1 10 0.0 10 0.0 50 0.0

ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ科 Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 30 0.3 30 0.0
Magelona sp. ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ科の１種 50 0.4 50 0.0

ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 Caulleriella sp. ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0 30 0.3 50 0.0
Chaetozone setosa ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科の１種 40 0.2 40 0.0
Chaetozone sp. ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科の１種 30 0.3 40 0.4 20 0.4 90 0.0
Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 10 0.5 10 0.0
Tharyx sp. ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0 150 2.4 40 0.5 60 0.5 270 0.0

ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ目 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 Brada villosa ﾁﾛﾘﾊﾎﾞｳｷ 10 0.1 10 0.0
ｲﾄｺﾞｶｲ目 ｲﾄｺﾞｶｲ科 Notomastus sp. ｲﾄｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0

Mediomastus sp. ｲﾄｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0 20 0.0
ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 Praxillella praetermissa ｳﾘｻﾞﾈﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ 10 0.1 320 4.2 330 0.0

ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ目 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ科 Armandia lanceolata ﾂﾂｵｵﾌｪﾘｱ 10 0.0 20 0.1 30 0.0
Ophelia limacina ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ 10 0.1 10 0.0

ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ科 Scalibregma inflatum ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ 20 1.5 20 0.0
ﾁﾏｷｺﾞｶｲ目 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科 Galathowenia oculata ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科の１種 40 0.0 50 0.1 90 0.0

Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ 30 0.2 740 18.7 770 0.0
ﾌｻｺﾞｶｲ目 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 Amphicteis gunneri ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ 10 0.3 10 0.0

Asabellides sp. ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科の１種 10 0.2 10 0.0 10 0.0 30 0.0
ｹﾔﾘ目 ｹﾔﾘ科 Chone sp. ｹﾔﾘ科の１種 10 0.1 30 0.2 20 0.5 60 0.0

節足動物門 甲殻綱 ｶｲﾑｼ目 ｳﾐﾎﾀﾙ科 Vargula hilgendorfii ｳﾐﾎﾀﾙ 20 0.1 70 0.4 90 0.0
Philomedes japonica ｳﾐﾎﾀﾙﾓﾄﾞｷ 20 0.1 20 0.1 40 0.0
Cypridinidae ｳﾐﾎﾀﾙ科の１種 10 0.0 40 0.2 50 0.0

ｱﾐ目 ｱﾐ科 Neomysis spinosa ﾄｹﾞｲｻｻﾞｱﾐ 10 0.0 10 0.0
Nipponomysis sp. ﾓｱﾐ属の１種 10 0.0 10 0.0

ｸｰﾏ目 ﾅｷﾞｻｸｰﾏ科 Bodotria sp. ﾅｷﾞｻｸｰﾏ属の１種 40 0.1 40 0.0
Iphinoe sagamiensis ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ 20 0.0 20 0.0

ｶｻﾞﾘｸｰﾏ科 Hemilamprops californicus ﾆｼｷｸｰﾏ 20 0.0 20 0.0
ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 Cyathura sp. ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属の１種 40 0.1 40 0.0

ｳﾐﾅﾅﾌｼ科 Paranthura sp. ｳﾐﾅﾅﾌｼ属の１種 10 0.0 10 0.0
ｽﾅﾎﾘﾑｼ科 Eurydice sp. ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属の１種 30 0.1 30 0.0

ﾖｺｴﾋﾞ目 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ科 Ampelisca misakiensis ﾐｻｷｽｶﾞﾒ 410 0.7 410 0.0
Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属の１種 20 0.0 10 0.0 30 0.0
Byblis japonicus ﾆｯﾎﾟﾝｽｶﾞﾒ 40 0.1 5 0.1 45 0.0

ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 Bubocorophium exolitus ﾊｲﾊｲﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 10 0.0 90 0.2 100 0.0
Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属の１種 10 0.0 10 0.0 20 0.0

ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 Gammaropsis sp. ｿｺｴﾋﾞ属の１種 60 0.1 60 0.0
Photis sp. ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属の１種 20 0.0 190 0.3 210 0.0

ﾄﾞﾛﾉﾐ科 Podocerus inconspicuus ﾄﾞﾛﾉﾐ 20 0.0 20 0.0
ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ科 Paradexamine fraudatrix ﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ 10 0.0 10 0.0
ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ科 Liljeborgia serrta ｺｿﾄﾞﾛﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ 10 0.0 10 0.0
ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 Anonyx sp. ﾂﾉｱｹﾞｿｺｴﾋﾞ属の１種 10 0.0 10 0.0

Lepidepecreum vitjazi ｸﾞﾙﾔﾉﾊﾞﾉｸｼ 20 0.1 20 0.0
Orchomene pinguis ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ 10 0.0 10 0.0
Lysianassidae ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科の１種 30 0.0 30 0.0

ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 Maera serratipalma ｽﾝﾅﾘﾖｺｴﾋﾞ 20 0.0 20 0.0
Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属の１種 10 0.0 10 0.0

ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属の１種 10 0.0 10 0.0 20 0.0
ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ科 Urothoe sp. ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属の１種 10 0.0 10 0.0 20 0.0

ｴﾋﾞ目 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 Metapenaeopsis acclivis ﾄﾗｴﾋﾞ 10 67.4 10 0.0
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 Alpheus brevicristatus ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ 10 0.5 10 0.0
ﾛｳｿｸｴﾋﾞ科 Processa sulcata ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 10 0.2 10 0.0
ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 Paguridae ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科の１種 10 0.1 10 0.0
ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ科 Nursia plicata ｵｵﾛｯｶｸｺﾌﾞｼ 10 0.3 50 2.2 60 0.0
ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科 Goneplacidae ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科の１種 20 0.0 20 0.0
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 Calmnia prima ｶﾙﾏﾝｶﾞﾆ 20 6.8 20 0.0

触手動物門 ﾎｳｷﾑｼ綱 ﾎｳｷﾑｼ目 ﾎｳｷﾑｼ科 Phoronis sp. ﾎｳｷﾑｼ科の１種 10 0.0 10 0.0
棘皮動物門 ﾋﾄﾃﾞ綱 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ目 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 Amphiura sp. ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科の１種 10 0.6 10 0.0

Ophiocentrus verticillatus ｲｶﾞｸﾞﾘｸﾓﾋﾄﾃﾞ 10 2.1 10 0.0
ｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 Stegophiura sp. ｸﾓﾋﾄﾃﾞ科の１種 40 0.4 40 0.0

ﾅﾏｺ綱 樹手目 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ科 Pentacta australis ｺﾞｶｸｷﾝｺ 20 28.2 20 0.0
ｲｶﾘﾅﾏｺ目 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 Leptosynapta inhaerens ﾎｿｲｶﾘﾅﾏｱｺ 10 1.8 10 0.0

原索動物門 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ綱 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ目 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ科 Branchiostoma belcheri ﾅﾒｸｼﾞｳｵ 10 0.9 10 0.0
合      計 350 3.7 230 1.1 530 32.1 240 1.5 1320 46.5 1585 29.5 760 78.7 5015 0.0
種　類　数 22 11 24 11 35 32 19 106

注：湿重量が0.0は0.1g未満を示す。

2004/8/12
合計

表４－１ 底生生物結果
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波浪等での擾乱によるものかは判断が困難である｡
（３）化学分析

強熱減量は、調査点の配置に従い、東から西へ向か
って値が増加しているようにも見えるが､劔崎沖や毘

沙門沖､白石沖では試料中に貝殻の出現が多かったこ
とも影響している可能性がある｡

COD（化学的酸素要求量）については、小網代湾
が、夏季、冬季ともに他の調査点に比べて高くなって

単位：個体数、湿重量 (g)／㎡
調査地点番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
調査年月日
生物種 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

ひも形動物門 － － － NEMERTINEA ひも形動物門の１種 20 0.0 10 0.0 10 0.0 20 0.0 20 0.0 80 0.0
軟体動物門 ﾏｷｶﾞｲ綱 ﾆﾅ目 ﾊﾅｺﾞ ｳﾅ科 Eulimidae ﾊﾅｺﾞｳﾅ科 10 0.0 10 0.0

ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ目 ｶﾉｺｷ ｾﾜﾀｶﾞｲ科 Aglajidae ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科の１種 10 0.1 10 0.0
ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ目 ｷﾇﾀﾚ ｶﾞｲ科 Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ 60 1.9 60 0.0

環形動物門 ｺﾞｶｲ綱 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ目 ｻｼﾊﾞ ｺﾞｶｲ科 Phyllodoce sp. ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.0 10 0.0
Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 10 0.1 10 0.0

ｵﾄﾋﾒ ｺﾞｶｲ科 Gyptis sp. ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 の１種 30 0.1 30 0.0
Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.0 30 0.0 40 0.0

ｶｷﾞｺ ﾞｶｲ科 Sigambra tentaculata ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 10 0.0 10 0.0 20 0.0
ｼﾘｽ科 Syllinae ｼﾘｽ科の１種 20 0.0 20 0.0
ﾁﾛﾘ科 Glycera sp. ﾁﾛﾘ科の１種 10 0.1 10 0.0
ﾆｶｲﾁ ﾛﾘ科 Glycinde sp. ﾆｶｲﾁﾛﾘ科の１種 10 0.0 10 0.0 20 0.0
ｼﾛｶﾞ ﾈｺﾞｶｲ科 Aglaophamus sp. ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ科 の１種 20 0.1 20 0.0

Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 10 0.0 10 0.0 10 0.1 30 0.0
ｺﾌﾞｺ ﾞｶｲ科 Sphaerodoridium biseriali s ﾖﾂｺﾌﾞｺﾞｶｲ 10 0.0 10 0.0

ｳﾐｹﾑｼ目 ｳﾐｹﾑ ｼ科 Pseudoeurythoe hirsuta ｳﾐｹﾑｼ科の１種 10 0.2 10 0.0
ｲｿﾒ目 ｲｿﾒ科 Eunice sp. ｲｿﾒ科の１種 10 0.0 10 0.0

ｷﾞﾎﾞ ｼｲｿﾒ科 Lumbrinerides hayashii ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 の１種 10 0.0 10 0.0
Lumbrineris japonica ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 の１種 20 4.8 20 0.0
Lumbrineris longifolia ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 の１種 10 0.0 40 0.2 50 0.0

ﾉﾘｺｲ ｿﾒ科 Dorvillea sp. ﾉﾘｺｲｿﾒ科の１種 10 0.0 10 0.0 10 0.0 30 0.0
Protodorvilea sp. ﾉﾘｺｲｿﾒ科の１種 10 0.0 10 0.0

ﾋﾒｴﾗ ｺﾞｶｲ科 Aricidea neosuecia nippon ica ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.1 10 0.0
Aricidea sp. ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.0 10 0.0
Paraonides nipponica ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.0 10 0.0

ｽﾋﾟｵ目 ｽﾋﾟｵ科 Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 10 0.0 10 0.0 20 0.1 40 0.0
Prionospio sexoculata ﾌﾀｴﾗｽﾋﾟｵ 10 0.0 10 0.0
Prionospio paradisea ﾏｸｽﾋﾟｵ 10 0.0 10 0.0
Spio filicornis ﾏﾄﾞｶｽﾋﾟｵ 10 0.0 10 0.0
Spio sp. ｽﾋﾟｵ科の１種 10 0.0 10 0.0
Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 30 0.1 30 0.0

ﾓﾛﾃｺ ﾞｶｲ科 Magelona sp. ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0
ﾐｽﾞﾋ ｷｺﾞｶｲ科 Caulleriella sp. ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 の１種 20 0.0 20 0.0

Tharyx sp. ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 の１種 30 0.2 10 0.0 40 0.0
ｲﾄｺﾞｶｲ目 ｲﾄｺﾞ ｶｲ科 Notomastus sp. ｲﾄｺﾞｶｲ科の１種 10 0.3 10 0.0

Mediomastus sp. ｲﾄｺﾞｶｲ科の１種 20 0.2 10 0.0 20 0.0 10 0.0 60 0.0
ﾀｹﾌｼ ｺﾞｶｲ科 Praxillella praetermissa ｳﾘｻﾞﾈﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ 10 0.1 10 0.0

Aschis disparidentata ｸﾂｶﾞﾀﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ 10 0.0 10 0.0
Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 の１種 60 0.1 60 0.0

ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ目 ｵﾌｪﾘ ｱｺﾞｶｲ科 Armandia lanceolata ﾂﾂｵｵﾌｪﾘｱ 10 0.0 10 0.0
Ophelina aulogaster ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.1 10 0.0

ﾄﾉｻﾏ ｺﾞｶｲ科 Scalibregma inflatum ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ 10 0.8 10 0.0
ﾁﾏｷｺﾞｶｲ目 ﾁﾏｷｺ ﾞｶｲ科 Galathowenia oculata ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科の１種 10 0.0 10 0.0
ﾌｻｺﾞｶｲ目 ｶｻﾞﾘ ｺﾞｶｲ科 Melinna elisabethae ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.0 10 0.0

Lysippe sp. ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 の１種 10 0.0 10 0.0
ﾌｻｺﾞ ｶｲ科 Amaeana sp. ﾌｻｺﾞｶｲ科の１種 10 0.1 10 0.5 20 0.0

ｹﾔﾘ目 ｹﾔﾘ科 Chone sp. ｹﾔﾘ科の１種 10 0.0 10 0.0
Euchone sp. ｹﾔﾘ科の１種 10 0.0 10 0.0

節足動物門 甲殻綱 ｸｰﾏ目 ﾅｷﾞｻ ｸｰﾏ科 Bodotria sp. ﾅｷﾞｻｸｰﾏ属の１種 10 0.0 10 0.0
ｶｻﾞﾘ ｸｰﾏ科 Hemilamprops californicus ﾆｼｷｸｰﾏ 10 0.0 10 0.0

ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ﾄｶﾞﾘ ﾍﾗﾑｼ科 Symmius caudatus ﾔﾘﾎﾞﾍﾗﾑｼ 10 0.3 10 0.0
ｽﾅﾎﾘ ﾑｼ科 Eurydice sp. ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属の１種 10 0.0 10 0.0

ﾖｺｴﾋﾞ目 Ampelisca misakiensis ﾐｻｷｽｶﾞﾒ 230 0.8 2 30 0.0
Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 の１種 50 0.1 50 0.0
Byblis japonicus ﾆｯﾎﾟﾝｽｶﾞﾒ 10 0.0 10 0.0

ﾄﾞﾛｸ ﾀﾞﾑｼ科 Bubocorophium exolitus ﾊｲﾊｲﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 10 0.0 10 0.0
ｶﾏｷﾘ ﾖｺｴﾋﾞ科 Cerapus tubularis ﾎｿﾂﾂﾑｼ 10 0.0 10 0.0
Sebi idae Seba sp. Sebiidae科 の１種 30 0.0 30 0.0
ﾌﾄﾋｹ ﾞｿｺｴﾋﾞ科 Lepidepecreum vitjazi ｸﾞﾙﾔﾉﾊﾞﾉｸｼ 10 0.0 10 0.0

Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 の１種 20 0.0 20 0.0
ｸﾁﾊﾞ ｼｿｺｴﾋﾞ科 Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属の１種 10 0.0 10 0.0
ﾋｻｼｿ ｺｴﾋﾞ科 Phoxocephalidae ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 の１種 10 0.1 10 0.0 20 0.0
ﾏﾙｿｺ ｴﾋﾞ科 Urothoe sp. ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属の１種 10 0.0 10 0.0

ｴﾋﾞ目 ｴﾝｺｳ ｶﾞﾆ科 Heteroplax nitida ｷﾊﾞｶﾞﾆ 10 0.2 10 0.0
棘皮動物門 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ目 ｽﾅｸﾓ ﾋﾄﾃﾞ科 Amphiura sp. ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 の１種 10 3.4 10 0.0

ｸﾓﾋﾄ ﾃﾞ科 Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ 10 0.0 10 0.0
ﾅﾏｺ綱 ｲｶﾘﾅﾏｺ目 ｲｶﾘﾅ ﾏｺ科 Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科の１種 10 0.3 10 0.0

ｸﾙﾏﾅ ﾏｺ科 Chiridotidae ｸﾙﾏﾅﾏｺ科の１種 10 0.7 10 0.0
原索動物門 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ綱 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ目 ﾅﾒｸｼ ﾞｳｵ科 Branchiostoma belcheri ﾅﾒｸｼﾞｳｵ 10 0.1 10 0.0

合       計 160 2.6 2 10 3.8 430 2.0 1 00 0.8 420 6.9 80 0.1 90 0.2 14 90 0.0
種　類　数 9 15 17 8 26 7 7 69

注：湿重量が 0.0は 0.1g未満を示す。

合計
2005/ 1/27
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表４－２ 底生生物結果（続き)

2004年8月12日

調査地点番号 ①上宮田沖②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾
個体数 350 230 530 240 1320 1585 760
種類数 22 11 24 11 35 32 19
湿重量（ｇ） 3.7 1.1 32.1 1.5 46.5 29.5 78.7
多様度指数 4.29 3.08 4.22 3.20 3.84 3.29 3.16

2005年1月27日

調査地点番号 ①上宮田沖②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾
個体数 90 80 420 100 430 210 160
種類数 7 7 26 8 17 15 9
湿重量（ｇ） 0.2 0.1 6.9 0.8 2.0 3.8 2.6
多様度指数 2.73 2.75 4.38 2.85 2.77 3.75 2.78

表５ 底生生物調査結果の概要
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いる｡強熱減量の結果も合わせ､底質中に有機物量が多
くなっていることが推察される｡
全硫化物は、夏冬を通じて､小網代湾でのみの検出

である｡
２ 底生生物調査
結果を表４に示すとともに、その概要を表５にまとめ

た｡
（１）個体数

出現した生物の個体数は、１m2あたりに換算した
値であるので､生息密度とみることもできる｡
いずれの地点でも冬季よりも夏季に個体数が多くな

っている｡これは通常の季節変化を反映したものと考
えられる｡劔崎沖では夏冬の差が比較的小さいが､水深
が深いことが影響している可能性がある｡

0

500

1000

1500

2000

0 10 20 30 40

種類数

個
体
数

2004年8月12日

2005年1月27日

図３ 底生生物の種類数と個体数の関係

（２）種類数
劔崎沖を除いて、冬季よりも夏季の方が種類数も多

くなっている｡
図３は種類数と個体数の関係を表したものであるが､

夏季冬季ともに種類数が多いほど個体数も多い傾向が
認められた｡個体数の増減が特定の種に依存しないこ
とによるものと考えられる｡

（３）湿重量
湿重量も１m2あたりに換算した値である。
種類数や個体数と同様に季節変化を反映し､冬季よ

りも夏季の方が高い値となっている｡剣崎沖､白石沖､
油壺湾､小網代湾での夏季の高い値は特定の種類によ
るところが大きい｡特に､剣崎沖､白石沖､小網代湾では
少数の大型個体の出現を反映している｡

（４）多様度指数
ここではShannon-Wienwer の多様度指数 H'を対

数の底を２として計算したものを用いた｡
すべての調査点を通じて多様度指数は高いレベルに

あった｡種類数と個体数が減少する冬季の値は夏季に
比べ低くなる例が多かったが､劔崎沖や油壺湾では冬
季の方がわずかに高くなった｡

考 察
調査の結果から、この海域の有機汚染度について検討

する｡
有機汚染に関連する測定項目とその結果を表６に示す｡
現在，水産生物を対象として法的に定められた水質基

準はないが、日本水産資源保護協会が刊行している「水
産用水基準」１）２）３）が、「水産資源の保護を目的に、水
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2005年８月12日
調査地点番号 ①上宮田沖②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾

IL 強熱減量（%） 1.8 8.4 10.3 11.4 12.2 13.4 16.8
COD COD（mg/g） 0.4 1.1 1.1 1.1 1.5 1.9 20.0
TS 全硫化物（mg/g） <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 0.16
MC 泥分含有率（%） 0.10 0.50 0.20 0.20 0.30 1.90 48.60
H' ベントスの多様度 4.29 3.08 4.22 3.20 3.84 3.29 3.16
合成指標① -2.76 -2.30 -2.71 -2.35 -2.56 -2.32 -0.77
合成指標② -2.79 -1.61 -1.81 -1.32 -1.46 -1.10 0.25

合成指標③ -2.49 -2.46 -2.46 -2.46 -2.44 -2.40 -0.68
合成指標④ -2.52 -1.65 -1.41 -1.27 -1.16 -0.98 0.51

2005年１月27日
調査地点番号 ①上宮田沖②金田沖 ③劔崎沖 ④毘沙門沖⑤白石沖 ⑥油壺湾 ⑦小網代湾

IL 強熱減量（%） 2.2 6.8 10.5 17.0 10.1 15.1 16.3
COD COD（mg/g） 0.8 1.2 1.1 0.9 0.8 2.0 14.5
TS 全硫化物（mg/g） <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 0.34
MC 泥分含有率（%） 1.60 4.80 1.40 0.60 0.60 2.30 64.10
H' ベントスの多様度 2.73 2.75 4.38 2.85 2.77 3.75 2.78
合成指標① -2.16 -2.10 -2.75 -2.21 -2.19 -2.48 -0.40
合成指標② -2.16 -1.60 -1.82 -0.56 -1.31 -1.07 0.74

合成指標③ -2.45 -2.37 -2.44 -2.46 -2.47 -2.39 -0.42
合成指標④ -2.44 -1.78 -1.36 -0.53 -1.43 -0.75 0.91

表６ 有機汚染に関連する測定項目とその結果
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産の生産基盤として水域の維持されることが望ましい水
質条件」として用いられることが多い。
この基準によると､底質については「海域では乾泥と

して、CODは20mg/g乾泥以下、硫化物は0.2mg/g乾泥
以下」が基準値とされている。

COD及び全硫化物が高い値を示した小網代湾では､夏
季 に COD20.0mg/g、 全 硫 化 物 0.16mg/g、 冬 季 に
COD14.5mg/g、全硫化物0.34mg/gであり、冬季に全硫
化物が基準値を上回った｡
水産用水基準（改訂版）１）では、底質基準をCODと

全硫化物に基づいて図４のように、正常泥､汚染の始ま
りかかった泥、汚染泥の３段階に分けている。この正常
泥の範囲は夏季の底層DO（溶存酸素量）濃度が保たれ
るように安全性が加味されたものである。
これに当てはめると､今回の底質調査結果では、小網

代湾の冬季は汚染の始まりかかった泥､その他は正常泥
ということになる｡

図４ CODとTSに基づく有機汚染度

水産用水基準（2000年版）３）では、有機汚染に関連す
る測定項目を用いた底質環境の有機汚染度を評価するた
めの４種の合成指標（表７）を提案している｡
これらの合成指標値は､正で汚染された底質､負で正常

な底質と判断されるが､安全性がかなり見込まれたもの
である｡合成指標で正常と判断された場合にはほぼ間違
いなく正常な底質であるが､汚染されたと判断されても
正常である可能性もかなりあるとされる｡
表６に示したとおり、小網代湾は夏冬ともに合成指標

②及び④で正の値を示し､汚染された底質と判断される｡
その他の地点でも、上宮田沖を除いて合成指標②及び④
では値が正に近づいている｡どちらも強熱減量を用いた
指標であり､強熱減量が高めに出たことが影響している
可能性がある｡
合成指標を算出するのに用いた項目のうち、COD

（化学的酸素要求量）、TS（全硫化物）、MC（泥分含有
率）、及びIL（強熱減量）の底質項目を用いて、今回の
調査地点間の関係をウォード法によりクラスター分析し
た結果を図５に示す｡
劔崎沖、毘沙門沖、白石沖、油壺湾の４地点は非常に

似ており、上宮田沖と金田沖がそれに次ぐ｡小網代湾は
特異的と言えるほど他の調査地点とかけ離れている｡

表７ 有機汚染度を評価するための合成指標

使用する項目
合成指標① COD、TS、MC、
合成指標② IL、TS、MC、H'
合成指標③ COD、TS、MC
合成指標④ IL、TS、MC

COD(化学的酸素要求量)､TS(全硫化物)､MC(泥分含有率)､
H'（底生生物群集の多様度）、IL（強熱減量）

三浦半島南部の底質とベントス

図５ 底質の調査点別クラスタリング結果（上段：夏季、下段：冬季）
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底生生物については､環境の汚染を指標する生物種と
して汚染指標種が知られている｡底生生物では、シズク
ガイ、チヨノハナガイ、ヨツバネスピオ（Ａ型）、
Capitella capitata（イトゴカイの１種）などが底質環
境の代表的な汚染指標種である。
それらのうち、本調査では、夏季にヨツバネスピオ

（A型）が上宮田沖及び油壺湾でわずかに出現した。汚
染指標種は環境変化への耐性が強いため汚染された海域
では優占して出現するが､正常な海域でも生息する｡汚染
指標種のわずかな出現をもって両地点の底質は汚染され
ていると見なすことはできない｡種類数と個体数が多く､
多様度も高いことから正常な底質と見なすことができる｡
底生生物の出現状況（種類ごとの出現数）を用いて、

今回の調査地点間の関係をウォード法によりクラスター
分析した結果を図６に示す｡

上宮田沖､金田沖及び毘沙門沖の３点は似通っている
が､その他は離れている｡底質の違いが小網代湾を除いて
わずかなのと対照的である｡
小網代湾の調査地点は等水深線の入り込んだ谷状の地

形上に存在し、堆積が起こりやすい条件にあると考えら
れる｡これは粒度分析の結果細かい粒子が卓越すること
にも現れている｡その結果有機物も同時に堆積し、測定
値を悪化させているものとみられる｡しかしながら、周
辺に汚染源が見あたらないことから人為的なものではな
く､自然現象であると推定される｡
小網代湾の状況は､各測定値とも極端に高いわけでは

なく､２種の合成指標で正常泥と判断された｡底生生物の
種類数と個体数が多く､多様度も高いことから､現時点に
おいては憂慮すべき状態ではなく､今後の推移を見守る
べきものであろう｡

要 約
１ 底質調査では、泥色・泥臭について異常が認められ
た調査地点はなかった。強熱減量は総じて高い傾向にあ
った｡ＣＯＤは夏季､冬季とも小網代湾で高い値を示した。
全硫化物は小網代湾でのみ検出された｡小網代湾の粒度
組成は細かい粒子の占める割合が高かった。
２ 底生生物調査では、総じて種類数､個体数､湿重量、
多様度指数は高かった｡汚染指標指標種であるヨツバネ
スピオＡ型が上宮田沖及び油壺湾で夏季にわずかに出現
した。
３ 調査結果から当該海域の有機汚染度の評価を行った。
小網代湾では全硫化物が冬季に水産用水基準値を上回

って検出されたが、他には水産用水基準値を上回る値は
みられなかった｡また、汚染を判断する４種の合成指標
からも、小網代湾は夏冬ともに、２種で汚染､２種で正
常と判断されたが、他の調査地点はすべて正常と判断さ
れた｡
底生生物はいずれの調査地点でも豊富に生息し、今回

調査を行った海域の底質環境はほぼ正常に保たれている
ものと考えられる｡
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図６ 底生生物の調査点別クラスタリング結果（上段：夏季、下段：冬季）
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